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わたしの夢、語ります

山路　心
こ の は

華 さん　美浜東小学校 6年 (太田)

　私の将来の夢は、看護師になることです。理由は、人

の命を助け、困っている人を助けられる｢ヒーロー｣にな

りたいからです。

　私のお母さんは看護師をしています。家でおじいちゃ

んが、けがや病気にかかったとき、お母さんはとてもす

ばやく対応していて、私もこんな風に人を助ける仕事を

したいと考えるようになりました。

　これから看護師になるために、病院へ見学に行って、

患者さんやお年寄りの方との接し方等を学び、将来、看

護師になったときに役立てたいです。そして、みんなか

ら頼られる看護師になって、困っている人を助けられる

｢ヒーロー｣になれるように、夢に向かって頑張ります。
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が繰り広げられます。
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　複数の医療機関で薬を処方してもらうと、薬の種類が増えて、気づかないうちに同じ作用の薬が重複して体

に負担がかかる恐れがあります。自分の体を守るために、薬と上手に付き合っていきましょう。

多剤服薬・重複服薬について

必要以上に多くの種類の薬が処方され、それらを服用することです。一般的には 4

から 6種類以上の薬を飲んでいる場合をいいます。ただし、治療上必要な薬の数が
6種類を超える場合もあり、一概に多剤服薬が良くないとは限りません。

※多剤服薬とは・・・

※重複服薬とは・・・同じ時期に複数の医療機関を受診し、同じ効能の薬が重複して処方され、それらを服用

することです。

多剤服薬・重複服薬にならないために
〇処方された薬について知りましょう
医師や薬剤師の説明を聞き、薬局で渡される説明書をよく読んで、作用や副作用を確認

しましょう。

〇重複受診に気をつけましょう
同じ病気で複数の医療機関を受診すると、同じ作用の薬が重なり、体に危険が及ぶ場合

があります。

治療や診断に不安がある場合は、納得のいくまで相談しましょう。

〇お薬手帳を１冊持ちましょう
薬の飲み合わせや重複をチェックするため、必ず1冊にまとめて持つようにしましょう。

〇薬は適切な量を処方してもらいましょう
薬はもらいすぎず、適切な量を処方してもらうことで、医療費の節約にもつながります。

〇かかりつけ医・かかりつけ薬局をもちましょう
自己判断で服薬を中断せず、薬が重複しているかどうか、まずは医師や薬剤師に相談

しましょう。

〇マイナ保険証を活用しましょう
受診時や調剤時にマイナンバーカードを用いて受付し、情報提供に同意することで、

過去に処方された薬の情報が医師・薬剤師とスムーズに共有できます。

お問い合わせ先　　　　　町健康福祉課 　☎32‐6704

薬と上手に付き合うことは、

健康を守る第一歩です。

気になることがあれば、

いつでも医師や薬剤師にご相談ください。

こんなときは見直しのサインかもしれません

・飲んでいる薬の数が多いと感じる
・同じような薬が重複している
・副作用かもしれない症状がある

→一度、医師や薬剤師に相談してみましょう

お薬のこと、
一緒に考えて
みませんか？

毎年、10月 17日から 10月 23日までの 1週間は、｢薬と健康の週間 ｣と定め

られています。この機会に、ご自身が服用する薬について振り返ってみましょう。

薬と健康について
考えてみませんか？
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　7月 28日から 8月 3日までの7日間、美浜中学校の生徒8人と教員・町職員の引率者5人による ｢美浜町ジュ

ニア対外交流団 ｣が、本町と姉妹都市提携を結ぶ台湾新
しんぺい

北市石門区を訪問しました。

　この訪問は、町の将来を担う美浜中学校の生徒が異国の文化や生活等について見聞を広め、新北市立石門実験国

民中学生との交流を通して社会性 ･協調性を養い、心豊かでたくましい人材育成を目的に行われています。

　ジュニア対外交流団の石門区訪問は、平成 2年度以降 1年おきに実施しており、コロナ禍で中止していたとき

もありますが、今回で17回目となりました。

新 北 市 石 門 区 っ て ど ん な と こ ろ ？

石門区7日間の行程
7
28

( 火 )

7
29

( 水 )

7
30

( 木 )

7
31

( 金 )

8
1

( 土 )

8
2

( 日 )

8
3

( 月 )

　台湾桃
とうえん

園国際空港に到着すると石門区からの出迎えがあ

り、生徒たちは今回のホームステイでパートナーとなる石

門実験国民中学生と初顔合わせをしました。

台湾に到着！
ドキドキの海外生活スタート

見て、食べて、台湾を満喫！

　新北市政府を見学後、温泉博物館や金
こんごうぐう

剛宮の四
しめんぶつ

面佛等を

観光しました。

　夜に開かれた歓迎晩餐会では、パートナーやパートナー

の家族も参加し、楽しく会話をすることができました。

六福村で大はしゃぎ！

　遊園地や動物園、プールが一体となったテーマパーク

｢ 六
ろっぷくむら

福村 ｣ でウォータースライダーやアトラクション等

を楽しみました。

　一緒に体を動かしたことで、より仲が深まりました。

緊張のホームステイスタート！
　石門実験国民中学校で、歓迎会が行われ、｢ ロボット

格闘大会 ｣ や ｢ お餅 DIY｣ 等を体験しました。

　また、この日から石門実験国民中学生宅でのホームス

テイが始まりました。

台湾の文化を体験！

　忠
ちゅうれつし

烈祠の兵隊による交代儀式の鑑賞や、五
ご こ

股の維
いか く へ い か

格餅家

でパイナップルケーキ作り体験を行いました。

　ホームステイはこの夜が最後となり、生徒たちはパート

ナーと思い思いの時間を過ごしました。

台湾最後の夜、楽しい思い出を

　八
はりじゅうさんぎょう

里十三行博物館の見学や、市内の大型商業施設で

ショッピングをしました。

　台湾最後の夜となった送別晩餐会では、石門実験国民中

学生たちと一緒に歌やダンス等を楽しみました。

｢ また会おう！ ｣パートナーとのお別れ

　石門区公所でのお別れ会では、別れを惜しみ握手した

り、抱き合う生徒たちの姿が見られました。その後、台湾

桃園国際空港へと向かい、生徒たちはパートナーに見送ら

れ日本への帰路につきました。

新北市政府前

パートナーと初顔合わせ

歓迎晩餐会でパートナー家族と

パートナーとウォータースライダー

ホームステイ先のご家族と一緒に

ホームステイ先でパートナーと一緒に

送別晩餐会でパートナーと一緒に

桃園国際空港でパートナーとのお別れ



人気撮影スポットのウェディング広場 石門洞の巨大な岩のアーチ下で

ホームステイ先のアットホームな様子 淡水老街でショッピング

ホームステイ先の家族とのお別れ 別れを惜しむ生徒
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生徒たちの感想

思い出フォトギャラリー

　今回の訪問で、生徒たちは異なる言語や文化の違い、

現地の人たちの温かさ等に触れ、初めての経験に戸惑

いながらも多くのことを体験しました。

　来年１月には、さらなる交友を築くために、石門実

験国民中学生が本町を訪れる予定です。

　私にとって今回のホームステイが、人生で初めての海外旅行でした。飛行機の窓から見えた、瑠璃色の空に

浮かぶふわふわの白い雲は、まるでソーダフロートのようにきれいで、おいしそうでした。

　台湾は食べ物がおいしく、漢字表記なので、街を歩いていても何となく意味が分かります。日本ではあまり見

かけなくなった指ハートの文化も残っていて、みんなとても情熱的でした。私は、人生初のモテ期を堪能しました。

　一番不安で、一番楽しみにしていたホームステイは、今回の旅で一番心に残る思い出です。お城のように豪

華なおうちで、パートナーのご家族がとても優しく迎えてくれました。夕食にはエビや手作りの小籠包がテーブ

ルいっぱいに並び、朝食にも手作りのパンやウインナー等、たくさんのごちそうを用意してくれました。母に台

湾でのご馳走の写真を見せると、｢パートナーが日本に来たときは、本気出す ｣と言ってくれました。私も全力

でおもてなしをして、日本の文化や食をたくさん知ってもらいたいです。

　パートナーとは、一緒に ｢鬼滅の刃 ｣の映画を見て感動したり、夜に花火をしながら ｢別れるのが辛いね ｣

と話したりしたことは、今でも鮮明に覚えています。

　台湾の生活の中では、翻訳アプリの便利さと、頼りすぎることの危険さを学びました。これからは、英語を

勉強して、自分の言葉で会話ができるようになりたいです。

　6泊 7日間の台湾では、日本ではできない素晴らしい経験をたくさんすることができました。この経験をこ

れからも大切にしていきたいです。

北村　なお　さん (2年生)髙橋　航
わたる

　さん (1年生)

　僕が今回参加したきっかけは、2年前に参加した兄が ｢楽しかった ｣と話していたことです。もともと台

湾の街並みや風景にも興味があり、実際に行ってみたいと思い、参加しました。

　台湾に着いて初めてパートナーと会ったときは、｢大丈夫かな ｣と少し不安でしたが、台湾の皆さんが優

しく支えてくれたおかげで、自然と楽しくなっていきました。ホテルもとても快適で、温泉やおいしい朝食

もあり、2日目には不安もすっかりなくなっていました。みんなとも少しずつ仲良くなり、残りの日々が楽

しみになりました。

　ホームステイ当日は、少し緊張しましたが、とても温かく優しい家庭で安心しました。パートナーの家族

とバスで観光地へ行ったり、夜市にでかけたりしました。夜市へ向かうときは、バイクの後ろに乗せてもら

い、とても速くてスリル満点でした。到着した後は、写真を撮ったりアイスクリームを食べたりして、台湾

の夜を満喫しました。

　楽しい時間はあっという間で、気付けば最終日でした。晩餐会では、みんなと楽しく過ごしましたが、空

港でお別れするときはとても悲しかったです。1週間が本当に早く感じました。

　今回のホームステイでは、台湾の文化や景色だけでなく、言葉が違っても人と交流する楽しさを知ること

ができました。また来年 1月に日本に来たときは、みんなで楽しく過ごしたいと思っています。台湾での

1週間は、僕にとって忘れられない、とても良い経験になりました。

自己紹介等をする生徒たち

六福村でアトラクションを楽しむ生徒たち

北投温泉にある地熱谷

金剛宮の四面佛観光
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まちの話題をお知らせします
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↓沖にへ進む精霊船

　8月 15 日に、｢ 精
しょうらいぶね

霊船送り ｣ が菅浜海水浴場で行
われました。
　この行事は、先祖を供養するために行われているも
ので、菅浜区壮青年会を中心に、8月 8日から 1週間
かけて、麦わらやかや、竹を使い船体が作られました。
　当日は、沖へ向かう色とりどりに飾られた船を、区民
らが先祖をしのび、手を合わせて見送っていました。

先祖をしのぶ

精霊船送り精霊船送り

↓�赤ちゃんの出世披露

　9月6日に、日向区で八朔祭が行われました。
　この祭りは、海上安全と豊漁を祈願するもので、子ど
も太鼓の奉納等、さまざまな神事が執り行われました。
　午後には、稲荷神社隣の沖波止広場で奉納相撲が行わ
れ、青年相撲や子ども相撲、相撲甚句が祭りを盛り上げ、
出世披露では、土俵の土を踏んだ1人の赤ちゃん力士の
健やかな成長を祈願しました。　　　　　(関連第2頁 )

海上安全と豊漁を祈願

日向 八朔祭日向 八朔祭

道路整備促進期成同盟会総会道路整備促進期成同盟会総会
新庄・高島間の道路整備を目指して

↓開会のあいさつをする戸嶋町長

　8月 27日に、美浜・高島広域避難・連携道路早期
実現期成同盟会の総会が町役場で開催されました。
　この同盟会は、新庄地区から滋賀県高島市マキノ地区
までの道路整備を目指すもので、原子力災害時の避難
道路や県境をまたぐ交流促進等の効果が期待されます。
　総会では、早期着工等に向けたPR動画が上映され、
参加者は同道路の必要性を再確認していました。

↓見物人に狙いを定める天狗

　9月 6日に、新庄区で八朔祭が行われました。
　この祭りは、五穀豊穣と子孫繁栄を祈願するもので、
区を東西で分け、午前と午後に行われています。
　当日は｢樽神輿｣を担いだ区民らが日吉神社に向かっ
て練り歩いたほか、神輿の後方から現れた天狗が、触
れると子宝に恵まれるといわれる木製の ｢神棒 ｣を持
ち、女性の見物人を追いかけていました。

新庄 八朔祭新庄 八朔祭
五穀豊穣・子孫繁栄を願って

↓�ゲームコーナーで遊ぶ子どもたち

　8月22日に、なびあすKid's Dayが開催されました。
　このイベントは、子どもたちに夏休みをなびあすで楽し
んでもらうこと目的に町が開催したものです。
　当日は、忍たま乱太郎キャラクターショーをはじめ、美
浜ライオンズクラブや放課後教室サン等の協力の下、手
作りゲーム等が行われ、会場は多くの子どもたちでにぎわ
い、笑顔あふれる1日となりました。

夏のお楽しみイベント

なびあすKid’ｓ DayなびあすKid’ｓ Day

↓激しいタックルを振り切ってゴールへ突き進む選手

ラグビーで町を元気に

　8月30日に、第10回山口良治杯美浜町少年ラグビー記念
大会が総合運動公園で開催されました。
　平成27年から始まった本大会は、第10回の記念大会とし
て開催され、県内外から31チーム約500人の小学生が出場
しました。
　選手たちは、ゴールポストが設置された本格的な芝生の
フィールドで白熱した試合を繰り広げていました。

第10回山口良治杯第10回山口良治杯
美浜町少年ラグビー記念大会美浜町少年ラグビー記念大会

↑山口氏の直筆書等が並んだメモリアル展示

↓水鉄砲合戦を楽しむ子どもたち

　8月 22日に、｢ シナプス＋こどももおとなも夏祭
り ｣がにぎわいゾーン (※ ) で行われました。
　このイベントは、にぎわいゾーンに人の流れを生
み出し、同エリアを町のにぎわいの中心とするため、
3
み は ま

80 ベース実行委員会が企画・開催したものです。
　当日は、三輪車レースや水鉄砲合戦、おばけ屋敷等
が行われ、来場者は楽しいひと時を過ごしていました。

シナプスプラスイベント

こどももおとなも夏祭りこどももおとなも夏祭り

※なびあすから JR美浜駅までのエリア
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ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ

す
に
続
く
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン
で

｢

シ
ナ
プ
ス
＋
こ
ど
も
も
お
と

な
も
夏
ま
つ
り｣

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
放
課
後
教
室
サ
ン
の

児
童
・
生
徒
も
ブ
ー
ス
を
出
展
。

小
学
生
ク
ラ
ス
は｢

忍
者｣

を

テ
ー
マ
に
し
た
遊
び
の
ブ
ー

ス
、
中
学
生
ク
ラ
ス
は
水
鉄
砲

合
戦
や
学
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｋ

ａ
ｉ
の
高
校
生
と
コ
ラ
ボ
し
た

お
化
け
屋
敷
の
ブ
ー
ス
を
出
店

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
サ
ン
の

テ
ー
マ
授
業
を
通
じ
、
本
番
に

向
け
て
企
画
か
ら
ル
ー
ル
設

計
、
道
具
製
作
ま
で
す
べ
て
自

分
た
ち
の
手
で
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
当
日
も
子
ど
も
た

ち
自
身
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
て

運
営
や
接
客
を
担
当
し
、
元

気
に
呼
び
込
み
を
行
う
姿
や
、

自
分
の
役
割
を
超
え
て
周
り

を
率
先
し
て
フ
ォ
ロ
ー
す
る

姿
、
小
さ
な
子
に
優
し
く
手
を

添
え
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　

各
ブ
ー
ス
の
前
に
は
長
蛇
の

列
が
で
き
、
１
０
０
人
を
超
え
る

来
場
者
を
迎
え
た
ブ
ー
ス
も
あ

り
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は｢

ス
タ
ッ
フ
の
子

ど
も
た
ち
が
優
し
く
接
客
し
て

く
れ
た｣｢

親
子
で
楽
し
め
た｣

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　

地
域
と
関
わ
り
、
実
践
す
る
こ

と
で
、
一
段
と
成
長
し
た
姿
を
見

せ
た
子
ど
も
た
ち
。
美
浜
町
の
未

来
を
支
え
る
豊
か
な｢

人
づ
く
り

｣

の
大
き
な
一
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

想
像
以
上
に
お
客
さ
ん
が
来
て

く
れ
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

み
ん
な
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
の

が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
！
一

人
一
人
に
声
を
か
け
て
呼
び
込
み

を
行
い
、
声
を
か
け
た
人
が
来
て

く
れ
た
の
で
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
次
は
お
爺
さ
ん
お
婆
さ
ん

に
も
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、
頑
張

り
ま
す
！

　

イ
ベ
ン
ト
と
い
う
大
舞
台

だ
か
ら
こ
そ
見
せ
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
の
対
応
力
と
成

長
に
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

が
自
分
の
力
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
の
が
楽
し
み
で
す
！

※�
原
子
力
発
電
所
立
地
地
域
の
将
来
像
を
議
論

す
る
会
議
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美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

↑協定書を交わした戸嶋町長 (左 )と
　岡村健史代表取締役社長CEO(右 )

↑コンテナ型ホテルの内観（イメージ）

コンテナ型ホテルの立地及び
災害時協定を締結

立
地
に
関
す
る
協
定｣

と｢

災
害
時
に

お
け
る
移
動
式
宿
泊
施
設
等
の
提
供

に
関
す
る
協
定｣

の
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
社
は
千
葉
県
市
川
市
に
本
社
を
置

き
、
コ
ン
テ
ナ
ホ
テ
ル
の
建
築
・
運
営

を
行
う｢

ホ
テ
ル
事
業｣

、
太
陽
光
発
電

所
の
開
発
・
販
売
・
管
理
を
行
う｢

エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業｣

、
多
用
途
コ
ン
テ
ナ

の
建
築
・
販
売
を
行
う｢

建
築
不
動
産

事
業｣

の
3
事
業
を
軸
に
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
分
野
で
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
コ
ン
テ
ナ
型
ホ
テ
ル
を
全
国

１
４
１
拠
点
・
５
６
１
５
室
展
開
し
て

お
り
、
県
内
で
は
今
回
が
初
の
開
業
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、
松
原
地
区
に
ト

イ
レ
や
風
呂
、
冷
蔵
庫
、
電
子
レ
ン
ジ

等
を
備
え
た
コ
ン
テ
ナ
型
ホ
テ
ル
（
74

室
予
定
）
を
整
備
し
、
令
和
9
年
11

月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
敷
地

面
積
は
、
駐
車
場
を
含
め
５
０
４
５
平

方
メ
ー
ト
ル
、
客
室
の
延
べ
床
面
積
は

１
１
６
２
平
方
メ
ー
ト
ル
規
模
と
な
り

ま
す
。
客
室
は
標
準
的
な
約
13
平
方

メ
ー
ト
ル
の
ほ
か
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
や

2
階
建
て
タ
イ
プ
も
導
入
予
定
で
す
。

8
月
21
日
に
町
役
場
で
町
と(

株)

デ
ベ
ロ
ッ
プ
に
よ
る｢

ホ
テ
ル

　

こ
の
ホ
テ
ル
整
備
は｢

共
創
会
議

(

※)｣

に
て
関
西
電
力(

株)

が
提
案
し
た

企
業
誘
致
の
一
環
で
あ
り
、
町
と
し
て

は
宿
泊
施
設
の
充
実
を
図
る
こ
と
で｢

周
遊
滞
在
型
観
光｣

の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
考
え
で
す
。

 

調
印
に
あ
た
り
戸
嶋
町
長
は｢

地
元
飲

食
店
等
に
経
済
効
果
が
波
及
し
、
愛
さ

れ
る
施
設
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い｣

と
話
し
、
同
社
の
岡
村
健
史
代
表

取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は｢

地
域
の
ビ
ジ

ネ
ス
需
要
と
観
光
需
要
に
貢
献
し
て
い

き
た
い｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
社
の
コ
ン
テ
ナ
型
ホ
テ
ル
は｢

レ
ス

キ
ュ
ー
ホ
テ
ル｣

と
し
て
の
機
能
を
備
え

て
お
り
、災
害
時
に
は
基
礎
部
か
ら
客

室
を
取
り
外
し
、ト
ラ
ッ
ク
で
被
災
地
へ

移
送
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、町
内
で
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、同
社
の
全

国
拠
点
か
ら｢

レ
ス
キ
ュ
ー
ホ
テ
ル｣

の
派

遣
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

避
難
所
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
戸

嶋
町
長
は｢

避
難
生
活
に
お
け
る
環
境

整
備
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
重
要
と
捉

え
て
い
る｣

と
話
し
、岡
村
代
表
取
締
役

社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は｢

コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
動
実

績
や
熊
本
地
震
で
の
対
応
経
験
を
生
か

し
、有
事
の
際
に
は
、医
療
従
事
者
や
工

事
関
係
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
宿
泊
需

要
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

｢

周
遊
滞
在
型
観
光｣

の
活
性
化
へ

有
事
の
際
は
避
難
所
と
し
て
活
用

↑コンテナ型ホテルを活用した避難訓練の様子 ↑コンテナ型ホテルの外観（イメージ）

↑レスキューホテル出動の様子

■ お問い合わせ先
 【コンテナ型ホテルについて】
　町産業政策課
　☎32‐6706

   【避難所活用について】
　町エネルギー政策課
　☎32‐6716
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美浜町役場

お
知
ら
せ

　
　

町
上
下
水
道
課　

☎
32
‐
１
３
４
１

問 下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
は
、家
庭
で
使
用
し
た
汚
水
を

処
理
し
、浄
化
し
た
水
を
放
流
す
る
こ
と

で
、川
や
海
で
の
悪
臭
や
害
虫
・
伝
染
病
の

発
生
等
を
防
ぎ
、美
し
い
自
然
環
境
を
保

つ
こ
と
を
目
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。快
適

な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、一
日
も
早

い
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

宅
内
排
水
工
事
の
進
め
方

��　

①�

町
の
指
定
を
受
け
た
指
定
工
事
店
に

見
積
も
り
を
依
頼
し
、
内
容
等
を
十

分
に
検
討
の
上
、
指
定
工
事
店
と
契

約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②�

町
へ｢

排
水
設
備
等
確
認
申
請
書｣

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
上
下
水
道
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　Sマークは、厚生労働大臣認可の標準約款制度に
従って営業しているお店です。
　このSマークを店頭に表示しているお店なら安心、
安全、衛生が保証され、皆さまの信頼できるお店選び

の大きな目安となります。また万が一の
場合、自己賠償基準に基づいた補償も
受けられます。
(公財 ) 県生活衛生営業指導センター

　☎0776-25-2064

理容店、美容店、クリーニング店、めん類飲食店、
一般飲食店のお店選びはSマーク登録店で！

厚生労働大臣認可

1 助成対象となるドック　1日ドック、2日ドック、脳ドック

性

別

1日ドック 2日ドック 脳ドック

一般的な
検査料金 助成限度額 一般的な

検査料金 助成限度額 一般的な
検査料金 助成限度額

男性 45,100円 21,000円
68,200円 32,000円 49,500円 22,000円

女性 48,400円 23,000円

3 助成額 原則として、県内の医療･検診機関で受診した基本料金の2分の1です。ただし、交通費や

オプション等による追加料金は対象となりません。なお、助成限度額は次のとおりです。
■助成限度額

① 各ドックを受診する前に、必ず申請をお願いします。

② 助成は、1日ドック･2日ドック･脳ドックのいずれか1つに限ります。

③ 町が行う特定健診を受診する方は助成対象になりません(脳ドックを除く)。

④ 助成期間内に定員に達した場合は、募集を締め切ります。

6 注意事項

4 申請手続き(助成までの流れ)

① 町住民環境課窓口で申請書をご記入ください。

② 町から助成決定通知書を送付します。

③ 検診機関に予約を取り、受診後に料金の全額を検診機関にお支払いください。

④ 受診結果･問診票･領収書･助成金請求書を令和9年3月31日までに町住民環境課に提出してください。

⑤ 指定口座に助成金を振り込みます。

5 助成期限 令和9年3月31日まで

※お問い合わせ先　町住民環境課 ☎32‐6703

人間ドックの検診費用を助成します
～美浜町国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ～

2 対象者と募集人数

区分 美浜町国民健康保険加入者 後期高齢者医療保険加入者

対象者
検診日当日、35歳以上の被保険者で町税
及び国民健康保険税に滞納がない世帯の方

検診日当日、被保険者で町税や後期高齢
者医療保険料に滞納がない方及び前年度
に当該助成を受けていない方

募集人数
※8月25日時点

各ドック5人 各ドック3人

募集枠に余裕がありますので、ぜひ活用ください

10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
で
す

　

10
月
30
日
の
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
を
含

む
10
月
に
、
家
庭
に
お
け
る｢

お
い
し
い

ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動｣

を
推
進
し
、
食

品
ロ
ス
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
的
に｢

お

い
し
い
食
べ
物
を
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ

き
る｣

こ
と
を
啓
発
し
ま
す
。

● 

家
庭
で
で
き
る
食
品
ロ
ス
削
減

　

▼
お
買
い
物
で
は

　
　
・�

安
い
か
ら
と
買
い
過
ぎ
な
い
よ
う

に
注
意
し
よ
う
！

　
　

・�

買
い
物
前
に
冷
蔵
庫
を
チ
ェ
ッ
ク

し
よ
う
！

　

▼
食
品
の
保
存
で
は

　
　
・�

冷
蔵
庫
を
整
理
し
よ
う
！

　

▼
調
理
す
る
と
き
は

　
　
・�

食
べ
き
れ
る
分
だ
け
作
ろ
う
！

　
　

・�

残
っ
た
料
理
は
リ
メ
イ
ク
し
よ
う
！

● 

食
品
の
期
限
表
示
を　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

正
し
く
理
解
し
よ
う
！

　

｢

賞
味
期
限｣

は
、
お
い
し
く
食
べ
る
こ

と
の
で
き
る
期
限
で
す
。
賞
味
期
限
を
過

ぎ
て
も
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

※｢

消
費
期
限｣

と
は
異
な
り
ま
す
。

● 

て
ま
え
ど
り
を
実
践
し
よ
う
！

　

購
入
し
て
す
ぐ
に
食
べ
る
場
合
に
は
、

商
品
棚
の
手
前
に
あ
る
商
品
等
、
販
売
期

限
の
迫
っ
た
商
品
を
積
極
的
に
選
ぶ｢

て

ま
え
ど
り｣

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　

町
住
民
環
境
課　

☎
32
‐
６
７
０
３

問

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
や
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
購
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

● 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ　

　

1
等･

前
後
賞
合
わ
せ
て
4
億
円

　
　

  (

1
等
2
億
円･

前
後
賞
各
1
億
円)

● 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

1
等･

前
後
賞
合
わ
せ
て
4
千
万
円

　

(

1
等
2
千
万
円･

前
後
賞
各
1
千
万
円)

● 

発
売
期
間(

同
時
発
売)

　

9
月
16
日(

水)

～
10
月
16
日(

金)

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は

県
内
で
購
入
を

　
　

(

公
財)

県
市
町
振
興
協
会

☎
０
７
７
６
‐
57
‐
１
６
３
３

問 ● 

販
売
金
額　

1
枚
３
０
０
円

｢X｣で
情報発信中

　
　

町
総
務
課　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
０

問 庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
に

伴
う
使
用
停
止
に
つ
い
て

　

10
月
14
日
か
ら
11
月
20
日
に
か
け
て
、

庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
工
事
を
実
施

し
ま
す
。期
間
中
は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
運

転
を
終
日
停
止
し
ま
す
。

　

来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、階
段
の
利
用
が
困
難
な
方
で
、庁

舎
2
階
に
ご
用
の
方
は
、1
階
で
対
応
し

ま
す
の
で
、総
合
窓
口
の
職
員
ま
で
お
申

し
付
け
く
だ
さ
い
。

↑改修工事を行うエレベーター

募
集･

申
請
等

令
和
9
年
4
月
入
園
の

　

保
育
園
新
規
入
園
児
童
の

申
し
込
み
を
開
始
し
ま
す

※�

育
児
休
業
が
明
け
る
等
の
理
由
で
令
和

9
年
5
月
以
降
に
途
中
入
園
を
予
定
し

て
い
る
方
も
今
回
の
申
し
込
み
期
間
中

に
必
ず
お
申
し
込
み
下
さ
い
。（
現
在
、

妊
娠
中
で
生
ま
れ
て
い
な
い
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
も
申
し
込
み
可
能
で
す)

　

�　

な
お
、
こ
の
申
し
出
に
よ
り
、
希
望

す
る
園
へ
の
途
中
入
園
が
約
束
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

10
月
1
日(
木)
～
23
日(

金)

● 

受
付
期
間

※�

入
園
に
は
審
査
及
び
施
設
定
員
が
あ
る

た
め
、
条
件
に
よ
っ
て
は
ご
希
望
に
沿

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

● 

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
は
、
9
月
25
日
か
ら
各
保
育

園
で
受
け
取
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
載

の
上
、
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

あおなみ保育園

せせらぎ保育園

みずうみ保育園

　

  

町
こ
ど
も
未
来
課 

☎
32
‐
６
７
１
３

問
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ホームページ
はこちら

　

町
で
は
、
特
産
果
樹
の
産
地
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
果
樹
苗
購
入
費
の
一
部

を
支
援
し
ま
す
。
農
家
の
方
だ
け
で
は
な

く
、
庭
先
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
等
に
植
栽
さ

れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
特
殊
照
明｢

ホ
ロ
ラ
イ
ト｣

を
使
っ
て
水
晶
浜
を
青
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

す
る
光
の
波
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
水
晶
浜

を
、
今
年
は
更
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て

開
催
し
ま
す
。

　

慌
た
だ
し
い
日
常
か
ら
離
れ
て
心
の
平

穏
を
取
り
戻
し
、
幻
想
的
な
ア
ー
ト
に
浸

り
な
が
ら
、
水
晶
浜
の
美
し
い
夕
日
と
青

く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
波
が
織
り
な
す

奇
跡
の
よ
う
な
光
景
を
、
ぜ
ひ
ご
体
感
く

だ
さ
い
。

　
　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
　

☎
32
‐
６
７
１
８

問

　
　

町
観
光
誘
客
課   

☎
32
‐
６
７
０
５

問

特
産
果
樹
を
植
え
ま
せ
ん
か
？

  

美
浜
町
特
産
果
樹
産
地
育
成
事
業

参
加
者
募
集

● 

対　

象　

町
内
在
住
の
方

● 

本
数
制
限　

基
本
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

● 

申
込
締
切　

10
月
9
日(

金)

● 

そ
の
他　

　

詳
細
は
、申
込
用
紙
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
方
法　

　

次
の
場
所
で
申
込
用
紙
を
入
手
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

②
町
産
業
政
策
課

　

③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

● 

補
助
内
容　

　

次
の
苗
木
購
入
の
１
／
2
を
補
助

　

・�

レ
モ
ン
、
み
か
ん
、
甘
夏
み
か
ん

● 

補
助
要
件　

　

①｢

果
樹
栽
培
研
修
会｣

へ
の
参
加

　
　

(

苗
引
渡
日
に
1
回
実
施)

　

②
町
果
樹
生
産
組
合
へ
の
入
会

(

会
議
等
へ
の
出
席
は
原
則
あ
り
ま
せ
ん)

　

③�

実
っ
た
果
実
は
、
で
き
る
だ
け
直
売

所
等
へ
の
出
品(

任
意)

を
お
願
い

し
ま
す
。

光
の
波
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
水
晶
浜

　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト･

行
事

● 

日　

時

　

10
月
17
日(

土)

～
19
日(

月)

午
後
5
時
～
9
時

※
日
没
見
込
み
午
後
5
時
19
分
頃

　

水
晶
浜
海
水
浴
場　

第
2
駐
車
場
前

● 

会　

場

● 

そ
の
他　

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

福
滋
県
境
交
流
促
進
協
議
会
で
は
、
男

女
の
大
規
模
交
流
イ
ベ
ン
ト｢

出
逢
え

る
！
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

｢

出
逢
え
る
！
パ
ー
ク
フ
ェ
ス｣

　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

11
月
7
日(

土)

午
後
1
時
～
4
時
30
分

● 

日　

時

敦
賀
駅
西
広
場
公
園

(

敦
賀
市)

● 

会　

場

※�

雨
天
時
は
敦
賀
駅
交
流
施
設
オ
ル
パ
ー
ク
2
階(

敦

賀
市)

　

嶺
南
・
滋
賀
県
9
市
町(

※)

に
お
住

ま
い
の
20
代
～
30
代
独
身
男
女

● 

対　

象

※�

敦
賀
市
、
長
浜
市
、
米
原
市
、
高
島
市
、
小
浜
市
、

美
浜
町
、
高
浜
町
、
お
お
い
町
、
若
狭
町

男
性
３
，
０
０
０
円

女
性
２
，
０
０
０
円

● 

費　

用

男
女
各
50
人

● 

定　

員

　

①�

早
期
特
典

　

�　

9
月
中
の
申
し
込
み
で
、
現
地
で
使

え
る
５
０
０
円
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

　

②
地
域
特
典

　

�　

敦
賀
市
以
外
か
ら
の
参
加
者
に
は
、

現
地
で
使
え
る
１
，
０
０
０
円
分
の
チ

ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

● 

特　

典

　

10
月
25
日
ま
で
に
敦

賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

● 

申　

込

ホームページ
はこちら

　
　

㈱
Ｆ
ｕ
ｌ
ｌ 

Ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ(

運
営)

   　

☎
０
９
０
‐
５
４
４
６
‐
３
３
９
６

問

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｎ
国
際
交
流
の
つ
ど
い

２
０
２
６
を
開
催
し
ま
す

　

嶺
南
地
域
最
大
の
国
際
交
流
の
お
祭
り

を
、
今
年
は
若
狭
町
で
開
催
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
異
文
化
に
触
れ
て
、
気
軽
に

国
際
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｎ
国
際
交
流
の
つ
ど
い

　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　

(

県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー
内)

☎
21
‐
３
４
５
５

問
● 

日　

時　

10
月
18
日(
日)

午
前
10
時
～
午
後
3
時

　

福
井
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
結
ぶ
こ
こ
ろ
の

歌
声
『
す
わ
じ
ゅ
ん
こ 

多
文
化
ラ
イ
ブ

＆
ト
ー
ク
』、
多
文
化
交
流
ス
テ
ー
ジ
、

嶺
南
在
住
の
外
国
人
に
よ
る
母
国
文
化
紹

介
、
和
紙
工
作
、
木
彫
り
体
験
、
陶
芸
絵

付
け
、
若
狭
町
地
元
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の

交
流
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
等

● 

内　

容

パ
レ
ア
若
狭(

若
狭
町)

● 

会　

場　

無
料(

飲
食
等
一
部
有
料)

● 

費　

用

　

前
日
の
準
備
や
当
日
の
運
営
を
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

● 

そ
の
他

募集項目 資格 受付期間

2等陸・海・空士
(任期制自衛官 )

男女：18歳以上 33歳未満 年間を通じて受付

一般曹候補生 男女：18歳以上 33歳未満 11月 20日まで

予備自衛官補
※�予備自衛官とは、普段はそれ

ぞれの職業に従事し、いざとい

う時に自衛官として活動する非

常勤の自衛官です。予備自衛官

補は、自衛官未経験者が予備

自衛官になるための制度です。

男女：【一般】18歳以上 52歳未満

随時受付男女：【技能】18歳以上で保有する
　　　技能に応じ53～ 55歳未満

防衛大学校学生 男女：18歳以上 21歳未満

    　　高卒者 (見込含 )または

　　　 高専 3年次修了者 (見込含 )

10月 15日まで

防衛医科大学校学生
医学科　   10 月 8日まで
看護学科　10月 2日まで

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

男子：中卒 (見込含 )17歳未満
推薦10月 1日から 11月 27日
一般 10月 1日から令和9年 1月 14日

※詳しくは、自衛隊福井地方協力本部のホームページをご覧ください。
※お問い合わせ先　自衛隊福井地方協力本部敦賀地域事務所　☎23-2026

ホームページ
はこちら

令和8年度自衛官等募集案内令和8年度自衛官等募集案内

○
第
5
回
国
吉
城
歴
史
講
座�

　
『
古
里
を
の
ろ
し
で
つ
な
ご
う

ｉ
ｎ
国
吉
城
』

○�

秋
季
ト
ピ
ッ
ク
ス
展
・
美
浜
町
歴
史
文

化
館
交
換
展
示
『
美
浜
の
原
風
景
』

国
吉
城
歴
史
資
料
館
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

● ����

内　

容

　

毎
年
恒
例
の
の
ろ
し
上
げ
を
、
国
吉
城

址
本
丸
跡
と
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
復

元
烽
火
台
で
行
い
ま
す
。

● ����

内　

容

　

町
歴
史
文
化
館
が
保
管
す
る
古
写
真
の

う
ち
、
佐
柿
の
風
景
写
真
を
通
じ
て
、
近

現
代
の
佐
柿
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
　

�

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
０
０
５
０

問 ● 

日　

時

10
月
18
日(

日)

午
前
10
時
～
正
午

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館

● 

会　

場

国
吉
城
址
・

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館

● 

会　

場

無
料

● 

費　

用

動
き
や
す
い
服
装
、
履
き
慣

れ
た
靴
を
着
用

● 

服　

装

タ
オ
ル
、
飲
み
物

● 

持
ち
物

10
月
17
日(

土)

～

12
月
27
日(

日)

● 

期　

間

一
般
１
０
０
円

小
人
５
０
円

● 

入
館
料

要
予
約

● 

申　

込

○�

企
画
展
・
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館

�　

�

交
換
展
示
『
豊
臣
兄
弟
と
美
浜
～
金
ヶ

崎
の
退
き
口
の
真
実
～
』

町
歴
史
文
化
館
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

● ����

内　

容

　

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で
好
評
を
い

た
だ
い
た｢

豊
臣
兄
弟｣

と
美
浜
の
関
係

に
迫
る
展
示
を
歴
史
文
化
館
で
も
開
催
し

て
い
ま
す
。
豊
臣
兄
弟
を
掘
り
下
げ
な
が

ら
、
金
ヶ
崎
の
退
き
口
の
真
実
に
迫
り
ま

す
。

町
歴
史
文
化
館

● 

会　

場

開
催
中

(

12
月
27
日(

日)

ま
で)

● 

期　

間

　
　

町
歴
史
文
化
館　

☎
32
‐
０
０
２
７

問
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も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

10
月
23
日(

金)

午
後
2
時
～
3
時

● 

日　

時

● 

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

● 

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
も
の
忘
れ
や
認
知
症
に

つ
い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

● 

定　

員

2
人

● 

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課　

  

☎
32
‐
６
７
０
４

問● 

申　

込

10
月
16
日(

金)

ま
で

難
病
講
演
会
・
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　
　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
‐
３
７
４
７

問
● 

日　

時

10
月
28
日(

水)

　
　
　
　
　

午
後
2
時
～

����������　

�

◆
講
演
会
「
神
経
・
筋
疾
患
難
病
に
お

け
る
自
宅
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
」

　

・
午
後
2
時
～
2
時
45
分

　

・
講
師　

��　
　

地
域
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ル
ー
バ
ー
ド

　
　

理
学
療
法
士　

大
塩 

達
也 

氏　

    

◆
個
別
相
談
会(

要
予
約)

　

・
午
後
2
時
50
分
～
4
時
25
分

　
　

(

1
組
約
20
分)

　

①
理
学
療
法
士
に
よ
る
個
別
相
談

　

②�

ハ
レ
バ
レ
会(

脊
髄
小
脳
変
性
症
等

の
患
者
会)

に
よ
る
個
別
相
談
会

　

③�

Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
会(

後
縦
靭
帯
骨
化
症
の

患
者
会)

に
よ
る
個
別
相
談
会

● 

内　

容

　

敦
賀
市
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

● 

会　

場

　

無
料(

た
だ
し
申
し
込
み
が
必
要)

● 

参
加
費　

　

�

難
病
患
者
、
家
族
及
び
医
療
従
事
者
等

関
心
の
あ
る
方

● 

対　

象　

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

10
月
14
日(

水)

午
前
10
時
10
分
～
11
時
30
分

● 

日　

時

● 

行　

先
　

西
誓
寺(

佐
野)

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

　

｢

秋
の
お
さ
ん
ぽ｣

● 

集
合
場
所　

現
地
集
合　

　

9
月
29
日(

火)

～
10
月
13
日(

火)

● 

申　

込

● 

対　

象

町
内
の
在
宅
児
親
子　

10
組

● 

持
ち
物

帽
子
・
水
分
・

必
要
な
方
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
等

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

毎
年
10
月
1
日
は｢

法
の
日｣

と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、
福
井

県
司
法
書
士
会
で
は
、
無
料
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

　

不
動
産
の
相
続
や
売
買
等
の
登
記
に
関

す
る
こ
と
を
は
じ
め
各
種
登
記
手
続
に
関

す
る
こ
と
、
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と
、

借
金
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
訴
訟
に
関

す
る
こ
と
等
、
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

10
月
3
日(

土)

　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

● 
日　

時

● 

会　

場

県
内
8
カ
所

● 

費　

用

無
料

福
井
県
司
法
書
士
会

☎
０
７
７
６
‐
43
‐
０
６
０
１

問 ● 

申　

込

要
予
約

● 

相
談
例

・�

相
続
し
た
が
、
土
地
や
家
屋
の
名
義

を
ま
だ
書
き
換
え
て
い
な
い
。

・�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
や
消
費
者

金
融
か
ら
し
つ
こ
く
借
金
返
済
の
催

促
を
受
け
て
い
る
。

・�

知
的
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来

が
心
配
。

・�

ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際
、
多
額
の

原
状
回
復
費
を
請
求
さ
れ
た
。

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
１
９
２

問

10
月
20
日(

火)

午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分

● 

日　

時

● 

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

○
育
児
講
座

①｢��

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

　

   

た
め
の
孫
守
り
テ
ク
ニ
ッ
ク｣

● 

対　

象

町
内
の
未
就
学
児
の
祖
父
母

● 

申　

込

10
月
5
日(

月)

～

　
　
　
　

10
月
19
日(

月)

● 

講　

師

林 

恵
子 

氏

(

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー)

10
月
22
日(

木)

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

● 

日　

時

● 

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

②｢

キ
ッ
ズ
＆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ｣

● 

対　

象

町
内
の
在
宅
児
親
子　

10
組

● 
申　

込

10
月
8
日(

木)

～

　
　
　
　

10
月
21
日(

水)

● 

講　

師

寺
下 

悦
子 

氏

(

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー)

10
月
18
日(
日)

午
前
10
時
15
分
～
11
時
15
分

● 

日　

時

● 

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

○
出
前
教
室

　

リ
ズ
ム
体
操
『
は
っ
ぴ
～
ポ
ン
！
』

　
「�

い
っ
し
ょ
に
楽
し
く　

は
ぴ
り
ゅ
う

体
操
を
し
よ
う
」　

● 

対　

象

０
～
５
歳
児
親
子
と
そ
の

き
ょ
う
だ
い　

町
内
外
ど
な
た
で
も

● 

申　

込

10
月
15
日(

木)

ま
で

み
は
ま
歴
文
講
座
を
開
催
し
ま
す

10
月
10
日(

土)

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

● 

日　

時

町
歴
史
文
化
館

● 

会　

場

● 

講　

師

小
島 

秀
彰 

氏

(

若
狭
町
歴
史
文
化
課　

学
芸
員)

三
方
五
湖
を
深
く
掘
る

～
年
縞
・
浦
見
川
・
し
じ
み
等
～

　
　

町
歴
史
文
化
館　

☎
32
‐
０
０
２
７

問

30
人

● 

定　

員

無
料(

要
事
前
申
込)

● 

受
講
料

● 

内　

容

　

7
万
年
の
地
球
の
営
み
を
ひ
も
解
く
年

縞
や
浦
見
川
開
削
工
事
が
も
た
ら
し
た
も

の
、
か
つ
て
金
産
湖
と
呼
ば
れ
た
久
々
子

湖
等
三
方
五
湖
に
ま
つ
わ
る
知
ら
れ
ざ
る

歴
史
の
ト
リ
ビ
ア
を
お
話
し
し
ま
す
。

※お問い合わせ先　町まちづくり推進課 DX推進室 ☎32‐6701

スマホお困りごと相談会を開催します

日にち 時間 会場

10月 15日 ( 木 ) 午前 9時～正午 北西郷公民館

10月 20日 ( 火 ) 午前 9時～正午 佐田公民館

10月 22日 ( 木 )
午後 1時 30分　
　　～4時 30分

耳公民館 (歴史文化館 )

11月 4日 ( 水 ) 午前 9時～正午 南西郷公民館

11月 9日 ( 月 ) 午前 9時～正午 町役場1F  多目的スペース

11月 11日 ( 水 ) 午前 9時～正午 エネルギー環境教育体験館  きいぱす

【日時・開催場所】

【持ち物】ご自身のスマートフォン

【定員】 なし ※混雑時はお待ちいただくことがあります

　誰もが安心してスマートフォンが利用できるように、スマホお困りごと相談会

を開催します。町が提供するLINEや健康アプリ等のサービスの導入手順等、何で

も相談できますので、ぜひお気軽にご参加ください。

参加

無料 教
室･

講
座･

説
明
会
等

地
域
運
転
者
講
習
会
が開

催
さ
れ
ま
す

　
　

敦
賀
交
通
安
全
協
会☎

25
‐
６
３
８
６

問
　

地
域
運
転
者
講
習
会
が
、
次
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

10
月
22
日(
木)

　
　
　
　

午
後
3
時
～
4
時

● 

日　

時

● 

会　

場

な
び
あ
す

　
　

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
福
さ
と

　
　

☎
０
７
７
６
‐
50
‐
３
６
７
２

問 ● 

そ
の
他　

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

里
親
制
度
説
明
会
＆
体
験
談
を

開
催
し
ま
す

　

10
月
は
里
親
月
間
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
に
迎
え
、
成
長

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
里
親
に
つ
い
て
の
説
明

会
と
、
体
験
談
を
行
い
ま
す
。

10
月
4
日(

日)

● 

日　

時

● 

会　

場

ラ
ブ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

エ
ル
パ(

福
井
市)

40
人(

申
込
優
先
・
空
き
が

あ
れ
ば
当
日
参
加
可)

● 

定　

員

����������　

◆
里
親
制
度
説
明
会 

　

・
午
後
1
時
～
1
時
40
分

    �

◆�

里
親
体
験
談(

養
育
里
親
・
縁
組
里
親
・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
里
親)

　

・
午
後
2
時
～
3
時
45
分

● 

内　

容

����������　
※�

説
明
会
の
み
、
体
験
談
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す

無
料

● 

参
加
費

ホームページ
はこちら

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
わ
く
わ
く
お
楽
し

み
タ
イ
ム
♡
も
あ
り
ま
す

● 

そ
の
他



◎
事
前
了
解
の
前
提

◆
美
浜
発
電
所
3
号
機
の
蒸
気
漏
れ
事

態
の
教
訓
と
反
省
に
基
づ
き
、
固
定
概

念
に
と
ら
わ
れ
な
い
安
全
最
優
先
の
運

用
管
理
と
、
地
域
住
民
の｢

安
心｣

の

確
保
に
尽
力
す
る
こ
と

◆
地
域
振
興
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

誠
意
を
も
っ
て
、
不
断
の
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と

◆
使
用
済
燃
料
の
計
画
的
な
搬
出
が

担
保
さ
れ
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
着
実

に
履
行
す
る
こ
と

↑戸嶋町長（左奥 )と竹仲議長 (右奥 )、
　藤田副議長 (右手前 )の面談

2026.10 月号19 18広報みはま

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設

　
　
　

設
置
計
画
に
了
解
し
ま
し
た

　

8
月
28
日
、
町
は
、
関
西
電
力
㈱
か

ら
事
前
了
解
願
い
の
あ
っ
た
美
浜
発
電
所

の
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
の
設
置

計
画(

設
置
計
画)

に
つ
い
て
了
解
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
は
、
使
用
済
燃
料
を
中

間
貯
蔵
施
設
へ
、
よ
り
円
滑
に
搬
出
す
る

と
と
も
に
、
搬
出
ま
で
の
間
、
電
源
を
使

用
せ
ず
安
全
性
の
高
い
方
式
で
保
管
で
き

る
よ
う
、
美
浜
発
電
所
の
構
内
に
使
用
済

燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設(

貯
蔵
施
設)

を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
設
置
計
画
の
事
前
了

解
に
至
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
等
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
前
了
解
願
い
提
出
か
ら
国
に
よ
る

原
子
炉
設
置
変
更
許
可
ま
で
の
経
緯

　

町
は
、
関
西
電
力
㈱
か
ら
、
使
用
済
燃

料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ)

(

※)

の
中
で
検
討
を
進
め
る
と
さ
れ
た

貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
、
令
和
6
年
2
月
に

｢

原
子
力
発
電
所
周
辺
環
境
の
安
全
確
保

等
に
関
す
る
協
定
書｣

第
3
条
第
2
項
に

基
づ
く
、
設
置
計
画
に
係
る
事
前
了
解
願

い
の
提
出
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
町
は
同
年
3
月
、
関
西

電
力
㈱
が
町
民
の
安
全
性
に
対
す
る
よ
り

深
い
浸
透
を
図
る
た
め
の
継
続
的
な
理
解

活
動
や
、
町
民
目
線
の
地
域
振
興
に
真
摯

に
取
り
組
む
こ
と
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
着

実
に
履
行
す
る
こ
と
等
を
前
提
に
、
関
西

電
力
㈱
が
国
へ
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申

請(

許
可
申
請)

を
行
う
こ
と
を
了
承
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
西
電
力
㈱
は
同
年
7
月
に

国
に
対
し
て
許
可
申
請
を
行
い
、
国
は
貯

蔵
施
設
や
輸
送
・
貯
蔵
兼
用
キ
ャ
ス
ク

(

キ
ャ
ス
ク)

に
つ
い
て
厳
格
に
審
査
を

行
い
、
令
和
7
年
10
月
に
原
子
炉
設
置
変

更
を
許
可
し
ま
し
た
。

事
前
了
解
に
係
る
町
議
会
や

　
　
　
　
　

町
民
の
意
向
等
の
確
認

　

町
は
、
設
置
計
画
の
提
出
を
受
け
て
か

ら｢

安
全
安
心
の
最
大
限
の
確
保｣｢

住
民

の
理
解
と
協
力
、
信
頼
関
係｣｢

地
域
振

興｣

等
の
観
点
か
ら
町
議
会
や
町
民
の
意

向
等
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。
8
月
17
日

に
は
、
第
２
２
９
回
美
浜
町
原
子
力
環
境

安
全
監
視
委
員
会(

臨
時
会)

を
開
催
し
、

貯
蔵
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※�

関
西
電
力
㈱
は
、
使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
令
和
5
年
10
月
に
策
定
し
、
使
用
済
燃
料
の
県
外

搬
出
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

意
見
①

　

地
元
住
民
か
ら
す
る
と
、
安
全
性
の
面

か
ら
キ
ャ
ス
ク
の
信
頼
性
を
評
価
し
、
貯

蔵
施
設
を
設
置
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

る
。
立
地
地
域
の
安
全
・
安
心
を
優
先
さ

せ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
れ
ば
、
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
掲
げ
る
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
竣

◎
こ
れ
ま
で
に
町
が
確
認
し
た
事
項

①
安
全
安
心
の
最
大
限
の
確
保

　

貯
蔵
施
設
や
キ
ャ
ス
ク
に
つ
い
て
、

原
子
力
規
制
委
員
会
よ
り
設
置
変
更

許
可
を
得
て
お
り
、
安
全
性
に
は
合

理
性
が
あ
る
。

　

加
え
て
、
湿
式
と
比
べ
て
、
電
源
を

使
用
せ
ず
、
よ
り
安
全
に
保
管
で
き
る

貯
蔵
方
式
と
判
断
す
る
。

②
住
民
理
解
と
協
力
、
信
頼
関
係

　

関
西
電
力
㈱
に
よ
る
広
報
・
理
解
活

動
の
継
続
に
よ
り
、
安
全
性
や
必
要
性

に
対
す
る
住
民
理
解
が
総
じ
て
進
ん
で

い
る
と
理
解
す
る
。

　

ま
た
、
関
西
電
力
㈱
に
よ
る
町
議
会

や
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
で

の
説
明
に
際
し
、
長
期
滞
留
を
懸
念
す

る
声
は
あ
っ
た
も
の
の
、
安
全
な
貯
蔵
方

式
で
あ
り
、
滞
り
な
く
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
の
総
意
を
得
て
い
る
。

③
地
域
振
興

　

立
地
地
域
の
将
来
像
の
実
現
に
か
か

る
拠
出
金
制
度
の
創
設
や
、
町
の
要
請

事
項
に
対
す
る
取
り
組
み
実
績
か
ら
、
一

定
の
評
価
が
で
き
る
と
判
断
す
る
。

美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第29回定期検査中(令和8年6月16日～)

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
的
に
判
断
し
、

8
月
18
日
に
戸
嶋
町
長
は
、
町
議
会
の

竹
仲
議
長
、
藤
田
副
議
長
と
面
談
し
、

次
の
事
項
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
、
設
置
計
画
に
了
解
す
る
意
向

を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
8
月
20
日
に
は
、
戸
嶋
町
長
は
、

高
浜
町
長
、
お
お
い
町
長
と
と
も
に
県
の

武
部
副
知
事
と
面
談
し
、
前
述
の
事
項
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
設
置

計
画
に
了
解
す
る
意
向
を
伝
え
ま
し
た
。

　

8
月
28
日
に
、
戸
嶋
町
長
は
関
西
電
力

㈱
の
鶴
一
隆
美
浜
発
電
所
長
と
面
談
し
、

設
置
計
画
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
了
解
す
る
こ

と
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
今
後
も
、
発
電
所
の
安
全

最
優
先
の
運
営
管
理
と
地
域
振
興
に
つ
い
て

不
断
の
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
求
め
る

と
と
も
に
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
進
捗

を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

↑戸嶋町長（右奥）、山田副町長（左奥）
　と鶴一隆美浜発電所長（手前）の面談

( キャスク製造等 )

周辺斜面の掘削・敷地造成等

( 現場工事の一部 )

　
　
　

認
可

(

原
子
力
規
制
委
員
会)

キ
ャ
ス
ク
製
造
等

●事前了解願いから工事着手までの流れ

県・町 国 関西電力㈱

第
1
段
階　

申
請
了
承
事
前
了
解
願
い

　
　
　
　

(

安
全
協
定
に
基
づ
く
了
承)

令和6年 3月 15日

事
前
了
解
願
い

　
　
　
　

(

安
全
協
定
に
基
づ
く
申
請)

令和6年 2月 28日

原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請

令和6年 7月 12日

許
可(

原
子
力
規
制
委
員
会)

令和7年 10月 29日令和 8年 8月 28日

第
2
段
階　

事
前
了
解

　
　
　

(

安
全
協
定
に
基
づ
く
了
解)

設
計
及
び
工
事
の

計
画
認
可
申
請

令和8年 8月 31日

県
・
町
に
よ
る
計
画
に

関
す
る
技
術
評
価
や
検
討

(

(

県
・
町
に
よ
る
計
画
に

関
す
る
技
術
評
価
や
検
討

(

(

凡例 (実施主体箇所 )
※実線＝完了、破線＝今後の予定

　

キ
ャ
ス
ク
は
、
国
の
審
査
を
受
け
て
い
る

た
め
、
安
全
性
に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
こ
と

は
な
い
が
、
貯
蔵
さ
れ
た
使
用
済
燃
料
を

本
当
に
計
画
通
り
に
搬
出
で
き
る
の
か
と
い

う
点
が
心
配
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
性

は
も
と
よ
り
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
実
に
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
信

頼
や
安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
実

効
性
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

貯
蔵
施
設
は
、
国
か
ら
設
置
許
可
を
得

て
お
り
、
使
用
済
燃
料
を
電
源
を
使
用
し

な
い
安
全
性
の
高
い
方
式
で
保
管
で
き
る
も

の
と
承
知
し
て
お
り
、
安
全
性
の
確
保
を

大
前
提
に
、
貯
蔵
施
設
の
稼
働
ま
で
に
相
応

の
建
設
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
要
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
れ
ば
、
早
期
に
了
解
の
結
論
を
出

す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
美
浜
発

電
所
3
号
機
が
今
後
も
安
定
的
に
運
転

さ
れ
る
こ
と
で
、
ひ
い
て
は
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
電
力

の
安
定
供
給
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
等

に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
考
え
て
お
り
、
速
や
か
に
設
置
す
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
。

工
目
標
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
使

用
済
燃
料
を
プ
ー
ル
か
ら
貯
蔵
施
設
に
移

し
て
保
管
す
る
方
が
望
ま
し
い
。

↑武部副知事（右）と面談する
　戸嶋町長（左手前）

設
置
計
画
の
了
解

意
見
②

意
見
③
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放 送
局

すこ やか

　今年もハートフルウォークを開催します！久々子区を歩き、8つのパワース

ポットを巡るコースです。

　ウォーキングを楽しみながら、久々子の魅力を再発見しませんか？

■発 着 点 美浜町総合運動公園　にじいろパーク

■対　　象 町内の方(町外の方はご相談ください)

※小学生・未就学児は保護者同伴

■申込締切 11月6日(金)まで

■申 込 先 町健康福祉課　　　☎32-6704

南西郷公民館　　   ☎32-2654

※10月初旬に新聞折込予定です。詳細はそちらをご覧ください。

主催：町健康福祉課　南西郷公民館

協力：南地区スポーツ協会　久々子区

あいあいポイント対象事業！

参加者には50ポイントプレゼントします♪

↑前回のハートフルウォークの様子

さらに！参加された方には

久々子湖交流stationにて

ドリンク1杯プレゼント！

10月10日は の愛護デーです目
　目の使いすぎは、視力の低下・肩こり・吐き気

等体にさまざまな不調を招きます。

　日頃から自分の目をいたわることが大切です。

毎日しっかりと睡眠を取り

目を休めましょう

パソコン・スマートフォンは

時間を決めて使いましょう

勉強や仕事は正しい姿勢で

明るい部屋で行いましょう

　予防接種は、体内に十分な抵抗力(免疫)がつくまでに約2週間かかり、その後継続期間は5カ月と

いわれています。そのため、流行前の早めのワクチン接種が有効です。

ハートフルウォーク 2026

～久々子 8つのパワースポット巡り～

※�お問い合わせ先　町健康福祉課　☎32‐6704

　予防接種についてのお知らせ

●対象者　
　・65歳以上の方
　・�60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器、
免疫機能に障害(身体障害者手帳1級相当)を
有する方

　　※助成対象者には、個別に接種券と予診票を
　　　送付します。

●接種回数　　1回

●助成対象期間
　令和8年10月1日(木)～令和9年1月30日(土)

●自己負担額　7,600円(生活保護世帯の方は無料)

●接種方法
　医療機関で個別に接種してください。
  �(接種券が使える医療機関は、接種券と予診票の同封書
類に記載していますが、その他の医療機関での接種を希
望する場合は、町健康福祉課へご相談ください。)

●その他
　▶�接種当日は、接種券と予診票の同封書類に記載され
ている持ち物を持参の上、受診してください。

※�お問い合わせ先
　町健康福祉課　☎32-6704

　新型コロナウイルス感染症予防接種

※�お問い合わせ先
　町こども未来課　☎32-6713

子ども

●対象者
　町内在住で、平成20年4月2日から令和8年7月31
日までに生まれ、接種日に満6カ月以上となるお子さん

●助成内容
　1人1回の接種につき1,000円を助成(2回まで)

●接種回数
　満6カ月から13歳未満⇒2回まで
　13歳以上⇒1回(医師が特に必要と認める場合は除く)

●助成対象期間
　令和8年10月1日(木)から
　　　　　　   令和9年1月31日(日)

●その他
　▶�医療機関で予防接種を受け、町こども未来課
に申請・請求を行ってください。

　
　▶�請求期限は令和9年2月26日(金)までです。

※様式は町こども未来課窓口や町ホームページにあります。

※接種した医療機関の領収証、母子手帳を持参してください。

　インフルエンザ予防接種

高齢者

●対象者　
　町内在住で、昭和36年12月31日までに生
まれ、接種日に満65歳以上となる方
　※助成対象者には、個別に接種券と予診票を
　　送付します。

●自己負担額　1,900円 (生活保護世帯の方は無料)

●接種回数　　1回

●助成対象期間
　令和8年10月1日(木)から
　　　　　　　　　　令和9年1月30日(土)

●その他
　▶�接種券が使える医療機関は、これから送付
する接種券と予診票の同封書類に記載して
いますが、その他の医療機関での接種希望
の場合は、町健康福祉課へご相談ください。

　▶�接種当日は、接種券と予診票の同封書類に記
載されている持ち物を持参の上、受診してく
ださい。

※�お問い合わせ先
　町健康福祉課　☎32-6704

■日　　時 令和8年11月14日(土)　午前9時～(受付：午前8時30分～)
※少雨決行・荒天中止



文 

芸 

欄

ふるさと昔
よもやま話

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

髙
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

我
が
村
に
猿
現
る
と
知
ら
せ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
厳
重
注
意
と
区
長
の
放
送

み
ど
り
児
は
母
の
み
胸
に
眠
り
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
大お
お
な
い

地
震
あ
り
し
病
室
の
な
か

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
十
月
ま
で
も
活
動
と

　
　
　
　
　
気
象
予
報
を
ウ
ン
ザ
リ
と
聞
く

夏
休
み
嫁
ぎ
し
女
孫
の
里
帰
り

　
　
　
　
　
歩
き
始
め
の
男
の
子
を
連
れ
て

六
月
の
頼
り
な
さ
げ
の
お
日
様
と

　
　
　
　
　
　
　
山
の
向
こ
う
の
暗
き
群
雲

短
　
歌

美
浜
町
短
歌
協
会

(173)

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、

北
前
船
に
よ
っ
て
全
国
各
地
の
特
産
品

が
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
積
荷
を
寄

港
地
で
売
り
買
い
す
る
こ
と
で
、大
き

な
利
益
を
生
み
出
し
た
の
で
、北
前
船
は

「
動
く
総
合
商
社
」と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

北
前
船
に
よ
り
、種
桐
油（
こ
ろ
び
油
）

等
、美
浜
の
特
産
品
が
全
国
に
広
ま
り
、

美
浜
に
も
各
地
の
特
産
品
が
も
た
ら
さ

れ
ま
し
た
。今
月
号
で
は
そ
の
代
表
例
と

し
て
、｢

昆
布｣

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
食
に
は
欠
か
せ
な
い
昆

布
で
す
が
、若
狭
湾
を
含
め
た
本
州
の
沿

岸
部
に
は
、東
北
地
方
の
一
部
を
除
き
、

天
然
の
昆
布
は
自
生
し
て
お
ら
ず
、古
代

か
ら
貴
重
な
食
材
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
大
生
産
地
で
あ
る
北
海
道(

蝦
夷

地)

と
の
交
易
が
盛
ん
と
な
り
、
北
前

船
の
積
荷
と
し
て
昆
布
の
流
通
量
が
増

え
た
こ
と
で
、
全
国
的
に
身
近
な
食
材

と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
美
浜
で
も
次

第
に
日
常
的
な
食
材
と
し
て
広
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
昆
布
は
、

祭
礼
の
日
に
振
舞
わ
れ
る
料
理
や
神
仏

へ
の
お
供
え
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

例
え
ば
、早
瀬
等
の
海
沿
い
の
集
落

で
は
、祭
り
の
日
に｢

サ
バ
ズ
シ｣

が
作
ら

れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
は
3
枚
に
下
し
た

鯖
を
甘
酢
に
漬
け
、昆
布
を
敷
い
た
上

か
ら
押
し
た
シ
メ
サ
バ
を
ご
飯
の
上
に

載
せ
た
料
理
で
す
。

　

ま
た
宮
代
で
は
、神
事
の
際
に
、昆
布

を
含
む
五
種
の
具
材
と
焼
き
豆
腐
を
炊

い
た
料
理｢

平ひ
ら｣

が
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

祝
い
の
品
と
し
て
、｢

昆
布｣

が
贈
ら
れ

る
事
も
あ
り
ま
し
た
。戦
前
の
久
々
子
で

は
、親
戚
か
ら
の
出
産
祝
い
は
お
米
で
し

た
が
、こ
の
お
米
は｢

ツ
ツ
ミ｣

に
入
れ
ら

れ
、必
ず
長
さ
15
㎝
程
の
紐
状
の
昆
布

が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

竹
波
で
は
出
産
祝
い（
お
餅
）の
返
礼

品
と
し
て
、赤
飯
と
昆
布
巻
き
を
配
り

ま
し
た
。現
代
で
も｢

よ
ろ
こ
ん
ぶ｣

と
縁

起
物
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
る
昆
布
で

す
が
、こ
の
よ
う
に
食
だ
け
で
な
く
人
々

の
生
活
に
密
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

貴
重
だ
っ
た
昆
布
が
北
前
船
に
よ
っ

て
身
近
に
な
っ
た
こ
と
が
、美
浜
の
文
化

や
暮
ら
し
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

北
前
船
の
歴
史
と
い
う
と
、｢

板
子
一

枚
下
は
地
獄｣

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
命
が

け
の
航
海
に
挑
み
、一
攫
千
金
を
夢
見
た

船
主
や
船
乗
り
の
生
き
様
に｢

ロ
マ
ン｣

を
感
じ
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
北
前
船
の
魅
力
は
、そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。昆
布
の
よ
う
に
そ

れ
ま
で
手
に
入
ら
な
か
っ
た
物
産
品
を

各
地
へ
届
け
る
こ
と
で
、遠
く
離
れ
た
寄

港
地
か
ら
人
や
物
、そ
し
て
文
化
を
つ
な

い
だ
こ
と
も
ま
た
、北
前
船
が
持
つ
歴
史

的
な｢

ロ
マ
ン｣

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

(

町
歴
史
文
化
館)

北前船が広めた ｢ 昆布 ｣
と美浜の文化

↑日吉神社秋季祭礼でお供えされる昆布(金山　平成17年)
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観光シリーズ  Vol.6

美浜の観光が抱える課題④

観光入込客数の偏
かたよ

り

第二次美浜町観光振興計画
スローガン：いってみたいから、ずっといたいへ。

町ブランド
ホームページ

町ホームページ
第二次美浜町観光
振興計画掲載記事

※�お問い合わせ先　町観光誘客課　 ☎32‐6705

季節を問わず、観光の目的地にしてもらえる町へ！

データから見る美浜の観光課題

※�夏季以外の観光(需要)入込数が少ない傾向にあります。

　町を訪れる観光客を月別にみると、夏の海水浴シーズンに集中していることが分かります。

　一方で、9月に入ると入込数は大きく落ち込み、冬から春先にかけては、低い水準で推移しています。

観光需要の平準化を図る

観光入込客数全体の底上げと、春・秋・冬の

観光客増を目指します

( 偏りをなくす )

通年の町の魅力整理・
再発見・磨き上げ

１
体験商品の造成2 教育旅行・インバウンド等

平日・閑散期対策
3

課題解決に向けた取り組み

春 夏

冬秋

出典：美浜町 ｢観光入込客数調査 ｣

観光入込客数及び宿泊者数

250,000

200,000

150,000

100,000

  50,000

0
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

R5 R6 R7

( 人 ) 月別観光入込客数



ハートフル広場
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8/1～8/31受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※�氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

牧　野　カズヱ 新 庄 91 牧 野 信 久

寺 田 節 子 河原市 95 寺 田 真 一

中 村 益 枝 金 山 91 村　山　美恵子

高 橋 　 忍 日 向 74 高 橋 　 旭

田 邉 孝 志 気 山 75 岡 本 啓 子

藤 原 　 優 新 庄 92 藤 原 達 弥

武 藤 直 子 佐 柿 59 武 藤 翔 也

濱 谷 孫 次 日 向 82 濱 谷 絹 江

嶋　田　美惠子 佐 柿 80 嶋 田 善 久

◎おくやみ

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！
※�町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を

愛し、応援してくださる方｣のこと。

人口の動き
人口総数　　　　8,406人(－ 13)

男　　　　　　　4,149人(－   4)

女　　　　　　　4,257人(－   9)

世帯数　　　　　3,545世帯(+  1)

出生　　  　　　死亡

転入　　  　　　転出

みはま応援クルー(※)

令和8年9月1日現在※(　)は前月比

  3人

17人

12人

21人

420人(+ 1)

つ
き
の
で
す
！

森
下
　
月つ
き
の乃 

ち
ゃ
ん(

佐
田)

父･

翔
太
さ
ん

母･

夏
生
さ
ん

10.15に
ぃ
に
大
好
き
♡

た
く
さ
ん
動
い
て
遊
ん
で
、
大
き
く
な
る
ぞ

武
田
　
萊ら
い
か楓 

ち
ゃ
ん(
山
上)

父･

健
太
さ
ん

母･

由
佳
さ
ん

10.2
氏　名 住　所

 松　井　智　也　&　(松　本) 夏　穂 佐　田

 山　嵜　達　弘　＆　(佐々木) 　　栞 佐　田

 山　田　大　生　&　(田　中) 麻　智 佐　田

◎ご結婚

◎ご誕生

氏　名 性別 父・母 住　所

河 本 華
か な

奈 女 　猛・知佳 久々子

国 川 　 想
そう

女 直人・百花 河原市

町公式 LINE の

友だち追加はこちら！

　　
まちびとまちびと

7月2日、3日に開催された福井

県中学校夏季総合競技大会卓球

競技女子団体で初優勝した

＊県大会で優勝したときの感想を教えてください。

(3年生)　

　私たちはこれまで、県大会優勝を目標に、日々部活動に励んでき

ました。優勝した瞬間は｢嬉しい！｣の一言に尽きました。また、夏

の県大会初優勝という偉業を成し遂げることができたのは、きつい

練習を乗り越えた成果だと思います。これから新体制となる後輩た

ちには秋の新人戦でも優勝を目指して頑張ってほしいです。

(1.2年生)

　私たちの次の目標は、二州地区大会、県大会、冬季大会すべて優

勝することです。今までリードしてくださった先輩たちがいない

分、不安な気持ちはありますが、目標を達成できるよう日々の部活

動を頑張ります。応援よろしくお願いします！

美浜中学校女子卓球部の皆さん はじめてバースデー

10月に満1歳を迎えるお子様を紹介します。

HAPPY BIRTH DAY ｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。

　

　広報みはま10月号を読んで、①～④番の丸印をひらがな・カ

タカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等

も一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある

言葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法

　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大

歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-

1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。

メールで応募される方は、次のアドレスに送信して

ください。

【メールアドレス】

  kouhou-mihama 

  @town.fukui-mihama.lg.jp

【二次元コード】　右記

　締め切りは、10月7日(水)(消印有効)です。正解者

の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。

●9月号の答え　なつまつり(夏祭り)

●�応募者総数は8人で全員正解でした。当選の発表は、

記念品の発送をもってかえさせていただきます。

広報クイズ

①●〇〇もおとなも夏祭り

②●〇〇お困りごと相談会を開催します

③台湾新北市〇〇●〇〇ホームステイ

④〇〇●〇と健康について

　　　　　　　　　考えてみませんか？

大塩　ひかり　さん

木村　埜
の の

乃 　さん

杉本　寧
ね ね

々 　さん

石丸　侑
ゆ う な

那 　さん

北村　なお 　さん

中川　百
も も か

華 　さん

武田　紗
さ や

矢 　さん

山下　小
つ ぼ み

椛 　さん

山口　美
み う

羽 　さん

中川　心
こ こ み

美 　さん

(後列左から)

(前列左から)

＊今後の抱負を教えてください。
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、9月 11日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

10 月の納税 [納期限 11/2（月）] ※納付は口座振替が便利です。

固定資産税 (3期 )･国民健康保険税 (4期 )

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

(東地区)古紙

令和8年 10 月

15（木）

16（金）

14（水）

13（火）

12（月）
11（日）

10（土）

9（金）

8（木）

7（水）

6（火）

5（月）

4（日）

3（土）

1（木）
2（金）

31（土）

27（火）

26（月）

25（日）

24（土）

23（金）

21（水）

22（木）

20（火）
19（月）

18（日）

17（土）

28（水）

30（金）
29（木）

　

今
年
の
夏
、全
国
各
地
で
大
雨
に
よ
る
災
害

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。テ
レ
ビ
や
S
N
S
等
で
流

れ
て
く
る
被
害
の
映
像
を
見
て
い
て
、自
然
の

力
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

普
段
は
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
毎
日
で

す
が
、災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。｢ま
だ
大

丈
夫
｣｢こ
こ
な
ら
大
丈
夫
｣と
思
っ
て
い
る
う

ち
に
、避
難
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。何
も
起
き
て
い
な
い
今
だ
か
ら
こ

そ
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
、今
回

の
災
害
を
見
て
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
、防
災
リ
ュ
ッ
ク
等
の
準
備
を
し

た
り
、家
族
と
避
難
場
所
や
連
絡
方
法
を
話
し

合
っ
た
り
、で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思

い
ま
す
。災
害
へ
の
恐
怖
を「
怖
い
」で
終
わ
ら

せ
ず
、「
だ
か
ら
備
え
よ
う
」と
い
う
行
動
に
つ

な
げ
て
、日
頃
か
ら
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
が
1
日
も
早
く
穏

や
か
な
日
常
を
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
、そ
し
て

被
災
地
の
1
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り

願
っ
て
い
ま
す
。（
泰
）

  7:00～美浜町防災訓練(西郷地区)
  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

  8:30～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・胃・
　　　　　　　　　　　　大腸がん検診・肝炎検査]
           　　　　　　　　　 (山東公民館菅浜分館)
13:00～総合健診[大腸・子宮・乳がん検診・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肝炎検査] 
　　　　　　　　　　　　　(山東公民館菅浜分館)

10:00～戦没者追悼式(はあとぴあ)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

 9:20～美浜町小学校陸上運動発表会
                                  (美浜中央小学校グラウンド)

10:00～6～8か月児教室(はあとぴあ)
13:30～育児学級(はあとぴあ)

 9:00～第7回Mihama Ekiden Festival
                                               (総合運動公園)

 9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

 スポーツの日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

13:00～1歳6カ月児健診
　　　　　　(子ども・子育てサポートセンター)

17:00～第39回美浜町民レガッタ開会式
                                                (総合体育館)
17:00～光の波プロジェクトin水晶浜
　　　　　　　　　　　(水晶浜海水浴場)～19日

  7:00～第39回美浜町民レガッタ
                       (関電ローイングセンターみはま)
  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)
15:00～地域運転者講習会(なびあす)
19:00～町民人権講座(なびあす)

  8:30～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・胃・
　　　大腸・乳がん検診・肝炎検査](はあとぴあ)
13:00～動脈硬化予防健診・がん検診[大腸・子宮
　　　　　　　　　 ・乳がん検診] (はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
  なびあすアートフェスタ2026文化交流祭
　　　　　　　　　　　　(なびあす)～11月5日

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら


